
表．搾乳ロボット導入による各種変化
搾乳ロボット
導入前
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56頭

42頭

10,000kg

4人（家族）

6,840時間

経産牛頭数

未経産牛頭数

年間個体乳量

労働力

家族総労働時間

搾乳ロボット
導入後
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図1. 搾乳ロボット牛舎の見取り図
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概
要
と
導
入
の
き
っ
か
け

　

今
回
、
2
0
1
2
年
に
繋
ぎ
牛
舎
か
ら
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

牛
舎
に
転
換
し
た
北
海
道
の
酪
農
家
を
取
材
し
た
。
こ
ち

ら
で
は
現
在
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
２
台
導
入
し
1
0
5
頭

の
搾
乳
牛
を
飼
養
し
て
い
る
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
後
、

4
名
の
家
族
酪
農
の
体
制
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
飼
養
頭

数
は
2
倍
近
く
増
え
、
個
体
乳
量
は
年
間
で
1
2
0
0
0

㎏
を
達
成
し
た
。

　

酪
農
家
本
人
が
先
代
の
父
か
ら
経
営
移
譲
を
受
け
た

段
階
で
既
に
牛
舎
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
両
親
も
高

齢
に
な
っ
た
事
も
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
経
営
を
拡
大
し

て
い
く
事
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
農
場
を

視
察
し
た
際
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
上
手
く
活
用
す
る
事
に
よ
っ

て
省
力
化
を
図
り
つ
つ
、
規
模
拡
大
を
行
い
経
営
を
回
す

事
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

視
察
先
の
農
場
で
見
た
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
と
、
フ
リ
ー
カ
ウ

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
牛
舎
を
組
み
合
わ
せ
た
飼
養
管
理
に
魅
力
を

感
じ
、
現
在
の
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
が
設
立
さ
れ
た（
図
1
）。

導
入
前
後
の
総
労
働
時
間
の
変
化

　

総
労
働
時
間
に
つ
い
て
夫
婦
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、

高
齢
の
両
親
の
負
担
を
大
幅
に
削
減
で
き
、
家
族
全
体
で

約
16
％
の
労
働
時
間
短
縮
を
実
現
し
て
い
る（
表
）。
ま
た
、

作
業
の
内
訳
に
つ
い
て
も
、
管
理
に
か
け
る
時
間
を
増
や
す

事
が
で
き
、
時
間
に
融
通
が
利
く
よ
う
に
な
っ
た（
図
2
）。

た
だ
し
、
ま
っ
た
く
搾
乳
関
連
作
業
が
な
く
な
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ
入
り
に
く
い
牛
の
追
い
込
み

等
は
現
在
本
人
が
朝
夕
に
行
っ
て
い
る
。

導
入
後
の
飼
料
給
与
の
概
要

　

牧
草
主
体
の
混
合
飼
料
で
あ
る
P
M
R
の
栄
養
濃
度
と

ロ
ボ
ッ
ト
内
で
の
配
合
飼
料
給
与
量
は
、
個
体
乳
量
や
牛

の
状
態
を
見
て
決
め
て
い
る
。
現
在
の
搾
乳
回
数
は
3
～

4
回
／
頭
／
日
。
乳
量
増
加
に
と
も
な
い
、P
M
R
濃
度
は

導
入
当
初
の
乳
量
25
㎏
設
定
か
ら
30
㎏
設
定
に
し
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
内
給
与
量
は
最
低
1.
5
㎏
、
最
大
で
4.
5
㎏

で
あ
る
。

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
人
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
乳
質
の
安
定
や
、
多
回
搾
乳
に

よ
る
乳
量
増
加
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
ま
た
1
日
の
中
で

時
間
に
融
通
が
利
く
事
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
で
機
械
で
あ
る
た
め
頻
繁
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
。
そ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
に
は
牛
舎
の
防
寒
対

策
、
自
家
発
電
設
備
の
確
保
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
確
保

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
当
牧
場
は
比
較
的
畑
作
が
盛
ん

な
エ
リ
ア
に
属
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の
畑
作
農
家
の
畑
に

堆
肥
を
還
元
す
る
事
に
よ
り
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

経
営
を
上
手
に
回
す
た
め
に
は
、
耕
畜
連
携
が
欠
か
せ
な

い
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
規
模
拡
大
す
る
際
に
も
同
様

の
事
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

牛
舎
構
造
に
つ
い
て
は
、
図
1
の
よ
う
に
分
娩
牛
・
治
療

牛
が
同
一
の
牛
舎
に
収
ま
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

作
業
の
動
線
を
考
え
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
す
る
事
に
よ
っ
て
、

一
層
の
省
力
化
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

※農林水産省の各メーカーからの聞き取り調査より

2018年3月時点における全国の搾乳ロボット稼働台数は約680台
とされ、引き続き労働力不足から導入は進むものと推察される※。今回
は搾乳ロボット導入によって、飼養規模拡大と総労働時間短縮の両方
を実現された酪農家を優良事例として紹介する。

《農場データ》
所 在 地：北海道
飼養頭数：約200頭
従業員数：4名

搾乳ロボットで規模拡大と労働時間短縮を図る
搾乳作業の省力化
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